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会社名
※ 1

主要業務内容 所在地 設立
資本金 当行グループによる議決権所有割合

（百万円） （％） 当行所有 子会社等所有分

群馬中央興業㈱ 連・子 物品等輸送、現金自動
設備の保守管理業務等

群馬県前橋市 
元総社町 226 1971/2/24 10 100.00 100.00 ―

ぐんぎん証券㈱ 〃 証券業務 群馬県前橋市 
本町 2-2-11 2016/2/12 3000 100.00 100.00 ―

ぐんぎんコンサルティング㈱ 〃 コンサルティング業務 群馬県前橋市 
元総社町 194 2018/4/18 100 100.00 100.00 ―

ぐんま地域共創パートナーズ㈱ 〃 ファンドの組成・運営 群馬県前橋市 
元総社町 194 2020/12/25 100 100.00 100.00 ―

群馬財務（香港）有限公司 ※2 〃 金融・証券業務 ― 1991/2/19 30 
（百万米ドル）

100.00 100.00 ―

ぐんぎんリース㈱ 〃 リース業務 群馬県前橋市 
元総社町 171-1 1973/10/1 180 100.00 50.00 50.00

群馬信用保証㈱ 〃 保証業務 群馬県前橋市 
元総社町 194 1983/9/28 30 100.00 45.46 54.54

㈱群銀カード 持・子 クレジット業務 群馬県前橋市 
元総社町 194 1982/3/12 30 66.67 42.14 24.53

ぐんぎんシステムサービス㈱ 〃 システムの開発・販売 群馬県前橋市 
元総社町 171-1 1986/7/26 30 75.00 20.00 55.00

スカイオーシャン・アセット 
マネジメント㈱ 持・関 投資信託委託業務 神奈川県横浜市西区 

みなとみらい 3-1-1 2014/11/25 300 15.00 15.00 ―

群馬銀行グループ

　群馬銀行グループは連結子会社 7 社、持分法適用子会社２社および持分法適用関連会社 1 社で構成され、銀行業を
中心に幅広い金融商品・サービスを提供しています。

（注）※１　連・子（連結子会社）、持・子（持分法適用子会社）、持・関（持分法適用関連会社）
　　  ※２　2020 年 12 月 31 日付で閉鎖し、現在清算手続き中

グループ総合力の発揮による多面的なニーズ対応グループ総合力の発揮による多面的なニーズ対応 アライアンスによる付加価値の高い金融サービスの提供
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TSUBASA アライアンス

フィンクロス・パートナーシップ

　群馬銀行グループは「TSUBASA アライアンス」および「フィンクロス・パートナーシップ」に参加し、業務効率化
や共同化、情報共有等を行っています。

　2020 年 12 月 11 日付で地方銀行 10 行による広
域連携「TSUBASA アライアンス」に参加しました。
TSUBASA アライアンスは当行と同様の課題認識を共
有する全国各地のトップバンク 10 行が広く連携する枠
組みであり、共通する課題に協働して取組むことで、参
加行のトップライン向上とコスト削減を図りながら、地
域の持続的な成長を目指していきます。
　TSUBASA アライアンスは合併や経営統合とは一線
を画し、各行の独自性を尊重しながら、事務・システ
ムの共同化や相続関連業務、国際業務、グループ会社
の活用など幅広い分野で協業を行っています。今回当
行が参加したことで新潟（第四北越銀行様）～群馬～
埼玉（武蔵野銀行様）～千葉（千葉銀行様）の面的な
つながりができました。この点も活用し、シンジケート
ローンの共同組成や相互招聘、お客さま同士のマッチ
ングや地域創生などでさらに効果的な取組みを行って
まいります。

　2018 年５月、デジタル化を連携・協働していくこと
を目的として全国の地銀７行でフィンクロス・パートナー
シップを締結し、同年６月、共同出資会社「フィンクロ
ス・デジタル」を共同設立しました（現在は８行）。
　これまでに AI を活用した金融商品レコメンドシステ
ムや銀行内デジタル文書検索システムの導入などを行っ
ています。

《主な取組事項》
●シンジケートローンの共同組成・相互招聘
　資金利益や手数料収入の増加に寄与。
●マネー・ローンダリング及びテロ資金供与防止に関連する

業務の高度化
　TSUBASA アライアンス株式会社 AML センターへ行員

を派遣し、マネロン関連業務の高度化・効率化に取組む。
● TSUBASA Fintech 共通基盤導入に向けたシステム開発
　TSUBASA 参加行と T&I イノベーションセンター株式会

社が共同構築したオープン API 基盤の導入（2022 年春）
に向けシステム開発に着手。

●銀行アプリの刷新に向けたシステム開発
　TSUBASA 参加行と開発する銀行アプリの導入（2022

年春リリース予定）に向けたシステム開発に着手。

■収益効果創出見込み
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（単位：億円）

アライアンスへの取組み




